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質問事項 質問の要旨 質問相手

1.豊丘村の水を考

えることについて

JR東海によるヒ素を含む要対策± 3000ゴを本
山発生土置き場に活用する説明会が実施されます。

本山発生土置き場は水源涵養保安林を解除したと

はいえ、水源地に位置することに変わりはありません。

山間地の湧水や、地下水を引き込む水道水や簡易水

道水への影響が心配されます。

水道事業者としての村の見解をお聞きします。

(1)村内には 9カ所の水源があるとお聞きしていま

す。当たり前に使う水道水は村のどこから取水、集水

し、各家庭に配水されているか。各系統の集水域 (標

高と面積)と配水方法の概略を伺います。

(2)水道水を安全に供給するために51項 目の水質

基準が水道法で定められています。今回注目されて

いるヒ素ついて、水質基準の考え方と村内の水源で

の測定方法、頻度、測定値の変化を伺います。

(3)地下水の成分の変動を追跡することは困難です

が、地震や土砂災害など天災による地形の急激な変

化による水脈の変動がない限りは地下水の汚染は人

間活動に起因するものです。昨年 9月 岡山県吉備中

央町の浄水場で PFASが検出された事件は、事業
所からの排出ではなく、公共水道の取水源であるダ

ム近くにある資材置き場の使用済み活性炭が汚染源

でした。

要対策土を水源地となる山間地におくことは、避け

るべきと考えますが、水道事業者として、村長はどう

判断されますか。
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2.グリーンインフラ

について

(4)議会では水道水の水質に関するご意見を複数項

いています。水は命の源です。「水循環に関する施策

を総合的に推進し、健全な水循環を維持、又は回復

させ、経済社会の健全な発展及び国民生活の安定向

上に寄与すること」を目的とし「水循環基本法」が、

2014年 3月に衆・参両議院において全会一致で可

決、成立し、7月 1日に施行されました。

世界で水道の水が飲める国は 12カ国だけです。

8月 1日 は水の日です。毎日使う水がどのように

届けられているのか、命の水、村の水道について学び

考える機会を是非開催していただきたいと思います。

村長の考えを伺います。

水循環基本法の下、昨年 8月に見直しされた基本
計画の施策の3『貯留・涵養機能の維持及び向上』に

は 4つのポイントがあり、その中に

『グリーンインフラとして、多様な主体の参画の下、緑

地等の保全や創出、民間施設や公共公益施設の緑

化を推進』があります。

(1)豊丘村のグリーンインフラとして、村内の公共施設

の樹木の管理について伺います。

①まず、教育委員会所管の施設 (学校、児童クラブ、

公民館、村民体育館、スポーツ館等の敷地内の樹

木、主に高木の管理方法 (直営か委託 )、 年間スケジ

ュール、経費について伺います。

②次に健康福祉課所管の施設 (はつらつ、憩の家、勤

労福祉センターなど)について伺います。

③公園については、遊具や駐車場など新設や改修に

関する建設費用は村の予算に組み込まれています

が、樹木の植栽管理の実情や樹木の成長に伴い必

要な管理を実施するための費用について伺います。

(2)役場庁舎西側の竜東一貫道路沿いの街路樹が

3本伐採されました。「落葉の害」を軽減するためとお

問きしました。収穫の秋、年末に向け慌ただしく、朝晩

冷え込む時期に敷地外から舞い込む落葉の収集、処

分の手間は大変な労力です。

その長年のご苦労のおかげで、春にはソメイヨシノに
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先立ち枝先に咲く赤い花、夏に緑陰を私たちは享受

させていただいてきました。「緑はあるといいけれど、

自分の家の前はやめてほしい。」役所の公園緑地課

への苦情のほとんどがこの類であり、昔も今も変わり

はありません。行政はどのように対応すればよいでしょ

うか。役場庁舎の樹木管理について、今までの経緯と

基本的な考え方を伺います。

(3)街路樹の役割について考えたいと思います。

街路樹や公園花木には景観としての価値の他に木

陰による暑さ対策の効果もあります。千葉大学名誉

教授の藤井英二郎 先生によると、樹冠被覆率を

30%まで増やせば暑さに起因する死者数を 40%
減らせるということです。樹冠被覆率とは「一定の土

地面積に占める樹冠で覆われた面積率」です。

飯田市の街路樹「熊野殿岡線のカツラ」で 2021

年の 8月 7日午後 2時半に計測した温度では、カツ

ラの木陰にあるアスファルトは 37.6～ 38℃、直射日

光のあたるアスファルトは 54.8～ 59.5℃という樹木

医の報告があります。

また、樹木の存在価値を生態系サービスとして評

価し定量化することで貨幣価値として認識する動きが

アメリカを始め諸外国の都市部で進められています。

豊丘村では公共施設等総合管理計画が策定され

ていますが、街路樹や敷地内緑地の管理については

触れられていません。環境基本計画では、里山風景

の保全についてふれられていますが、村の施設や店

舗、事業所、住宅が集中する地区の景観や環境に関

しては言及していません。

落葉の問題をはじめ、公共の緑、グリーンインフラ

の創出は地域社会と街路樹管理者の連携が重要で

す。公共施設整備基金、ふるさと納税寄付金基金な

どを活用し、村のグリーンインフラを整備、守るための

住民会議や仕組み、条例制定を目標に、『緑と清流

を、こよなく愛する村に』豊丘村民憲章の第 1の実現

に施策を磨いてほしいと考えます。村長のご意見を伺

います。
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